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主豆 報
特集「再造林放棄地の実態と森林再生…九州地方における研究ーj

九州全域の再造林放棄地における侵食・崩壊および植生回復阻害の状況評価

加治佐欄*.1.吉田茂二郎長島啓子2・村上拓彦3・溝上展也l・佐々木重行4

桑野泰光5・佐保公隆6・清水正俊7 宮崎潤二人福里和朗9

小田正保9 下回寿秋10

1990年代から，九州地方を中心に針葉樹人工林伐採後の符造林を行わない伐採地(以下，放素地)が増加してきた。本研究

では， 1998 iドから 200211"までに伐採が行われ， 200811"に荷造林放楽と磁認された九州全域の 199)誌の放楽地について，土壌

侵食・崩壊の状況とシカの食答，タケ類の佼入，クズ等のつる↑生続物の繁茂といった木本樹種の回復(以下， tilEt回復)の阻
答要図の状況を把握した。その結果， 1立!支の土壌侵食・崩壊が確認された放棄地が8点 (4.2%)とほとんど問題はみられな

かったが，桜1~t回復の阻害~~図は会体の 125 点 (62.8%) の放棄地で確認された。したがって，現段階では持込エ林放楽地にお

けるこt嬢侵食や崩壊の発生は少ない一方，シカ i~:や竹林拡大などによって植生lTIJ復が遅れる可能性が示唆され， fI};Iき林放楽が

斜面傾斜によっては総生ITIJ復の遮れに伴う斜珂崩壊防止機能の低 Fの危険性を含む複合的な問題で、あることが示唆された。
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10
(2011) Situation of Erosion， Landslide， and Limiting Factors of Vegitation Recovery on Abandoned 

Clear-cut Sites in Kyushu Region. J Jpn For Soc 93: 288-293 Since 1990's， In Kyushu re必on，吐leabandonment of sites after 
c1ear-c日係ngplantations is increasing rapidly in]apan. Abandoned c1伺r-cutsites may result in reduced soil and water conserva言。n.Inめis
study， we investigated erosions， landslides and factors limiting vegetation 1で'COvery(e.g. Damage c呂usedby browsing by silm deer and 
invasion by b拙 booand luxwi飢t由 especies) in 199 abandoned c1ear-cut sites in the Kyushu r.昔話on.Among 199 sites， 8 sites (4.296) 
showed sεvere erosions and landslides. However， 125 sites (62.8%) showed some factors limi伽gvegetation recovery. Thus， the aban-
doned c1ear-cut sites are problematic，飢dbrowsing by silm deer and invasion by bamboo or vine may add limiting vegetation recoveryω 
出isproblem， a1出ougha few of severe erosions and landslides currently. 

Key words: abandoned c1ear-cut sites， soil and water conserva註on，limi出19factors of vegeta註.onrecovery， Kyushu region 

1.はじめに
収・回定等の公益的機能の低下につながることを懸念して

いる O

1990年代から，九州地方を中心に針葉樹人工林伐採後

の再造林を行わない伐採地が増加してきた。堺 (2000) は

このような伐採地を再造林放棄地(以下，放棄地)と/1ヂ

び，放棄地が増加した社会的要因として，木材価格の低迷

や林家の高齢化などを挙げ，また放棄地の増加が人工林資

源の縮小，地域林業の弱体化，そして水土保全， CO2の吸

これまでの放棄地に関する研究としては，県レベルやm
IUJ村レベルで、の社会的要因の分析や植生回復の状況把握が

行われてきた。野田・林 (2003) は，熊本県を対象に所有

規模や立地条件等から未植栽の要閣を検討し，所有面積に

よって未植栽の理由が異なることを明らかにしている。一

方，架生ら (2002) は，大分県の 2市町村を対象に放棄地
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九州全域の持造林放棄地の状況

の立地条件を明らかにした。さらに大分県の伐採後 15年

以下の放楽地を対象に， Nagashima et al. (2009)は植生パ
ターンとその影成要因を明らかにし，大本ら (2010)は時

系列の調査結果から，ほとんどの放棄地で植生が閥復して

いることを明らかにした。また，秋田県や群馬県，福間県

などのように各県独自に放棄地の更新評価や更新技術を開

発しているところもある(和田 2008)。県レベルや市町村

レベルのような特定の地域における放棄地の状況を把握す

ることは行政的に有益な知見を得る上で非常に重要である

一方，この放棄地問題は九州全域共通の問題でもある。し

たがって，一つの県だけを対象とするのではなく，九州全

域を対象とした放棄地における植生回復状況の特鍛を把握

することも重要で、ある(古田 2006)。

また，林地の植生状況は表面侵食妨止機能や斜面崩壊防

止機能の評価に利用されることも多く(北原 2002，阿部

2006，執印ら 2009)，椋生間後状況の把揮は堺 (2000)が

懸念した放棄地における水土保全機能の低下が，現実に起

きているかどうかを検討する上で重要であると考えられ

る。しかし，林地の植生状況に関しては，近年，全国的に

森林植生におけるシカ害が深刻で、，植栽直後の造林地にお

ける植栽木の枝葉採食害(宮島・草野 2003)や天然林に

おける下層植生の損失(村田ら 2009)の原因ともなって

いる。シカ害以外にも，タケ類やつる植物は植生回復を阻

害する要因として考えられるが，放棄地におけるそれらの

実情は把握されていない。

本特集号の巻頭書にあるように， 2004年から 2008年に

先端技術を活用した農林水産研究高度化事業「九州地域の

再造林放棄地の水土保全機能評価と植生再生手法の荷発j

(代表:古田茂二郎 九州大学)において，九州各県の協

力を得て，九州全域の放棄地の実態を調査した。本報告で

は，衛星データによって抽出された九州全域の森林変化点

(村上ら 2011)のうち，現地調査によって放棄地と確認さ

れた地点および各県の独自調査で放棄地と確認された地点

について，土壌侵食・崩壊の状況，シカの食害，タケ類の

侵入およびクズ等のつる性植物の繁茂状況を明らかにし，

放棄地における土壌使食・崩壊の危険性と植生囲復阻害の

可能性について考察した。なお，本研究で考慮している植

生回復は，長島ら (2011)で示される捜土種子，前生樹お

よび新たな種子供給による木本樹援の回復を指す。

11.対象地および解析方法

本研究の対象地は九州本土7¥息である。村上ら (2006，

2011)の方法によって森林変化点と判断された 7，600地点

のうち， 5，684点で現地確認を行い， 669点が放棄地と判

定された。判定された放棄地や各調査機関で確認された

199点の放棄地について， 2004年5月から 2008年2丹に

現地調査を行った。各県の調査点数は福岡県で 12点，佐

賀県で3点，長崎県で4点，熊本県で 16点，大分県で56

点，宮崎県で86点，鹿児烏県で22点の総計199点である。

対象となる放棄地は， 1998年から 2002年に伐採が行われ
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表-1.土壌侵食・崩壊および植生悶復阻害要因の判定基準

ゴ二機佼食・崩壊の
~i!lリメ与
l:í~リ仁Z

ーカ所

数カ所

佼食・崩壊が…カ所ある。

侵食・崩壊が放楽地全体ではみられな

いが，数カ月庁総認できる。

放棄地全体で佼食・崩壊が確認できる。

校菜採食痕がない。

務調nにみると枝葉採食疫が確認できる。
全体ではないが，すぐに校菜採食疫がli{li

認できる。

ほほ全体で校染採食器三が機認できる。

タケ類の佼入がみられない。

タケ実質の侵入がーカji)fある。

タケ業員の侵入が放築地五主体ではみられ

ないが，数カ所確認できる。

タケ業員が放楽地全体に佼入している。

つる殺植物のパッチがみられない。

つる1'1般物のパッチがーカ所ある。

つる俊植物のパッチが紋務総全体では

みられないが，数カ所確認できる。

つる倣被物のパッチが放棄地全体に然

シカの食'f!j:

体

一

度

皮

金
一
級
…
経

-m

タケ実質の佼入

所

所

大

一

カ

カ

謹
一
然
一
数

全体

41正

一カ所

クズミ事のつる性秘4指数カ所
の繁j'Jt.

全体

表一2. 状況把握の項目と分析する要因

状況把握の反日

斜誼jの土壌佼食;切合

車;fllliの土淡luT裟割合
シカの食袋

タケ芸誌の侵入

.rUI!l条f千
奈}涜i傾斜
ffiHiiH可l斜
篠弘主，生，fj涜傾斜，まifj磁方位， ffJfj凶f立'{el

採?aj，斜i話傾斜，斜面方佼，斜面f立法

たところで，そのほとんどが2000年前後に伐採されたも

のである。調査項目は，道起源および斜面の土壌侵食・崩

壊と植生回復の阻害要因である。ここで，道起源の土壌侵

食・崩壊とは，伐倒・集材を行う際に設置された作業道に

起因して発生した土壌侵食および土壌崩壊である。上記の

調査項目について，その被害および侵入状況の程度を招握

するために表 1の基準をもとに判定した。ただし，本研

究においては，現地調査時の観察に基づき，土壌侵食およ

び崩壊については判定基準が「無jおよび「ーカ所j は

侵食・崩壊の危険性が少ないと判断した。また，シカの食

害についてはシカの食害が甚大になるにつれ植生回復に時

間がかかるが，軽度であれば植生が間復していること(長

島ら 2011)から，シカの食害についても判定基準が f無J

および「軽度」であれば，植生が国復可能と判断した。本

研究では，マダケ (Phyllostachysbambusoides)，モウソウ

チク (Phyllostachystubescens)など8種類のタケ類が，ク

ズ (Puerarialobata (Willd.) Ohwi)など21種のつる性植

物が確認されている。ただし，すべての放棄地でタケ類お

よび、つる性植物の種間定を行っていないため，解析では，

穣を考慮していなし、。

立地条件・環境要国としては，斜部傾斜，斜面方位 (8

方位)および斜面の位置(上部，中部，下部)を調査する

とともに，国土地理院発行の数値地図 50mメッシュ(標

高)を用いて各放棄地の標高データを取得した。ただし，

16点の放棄地では標高データが得られなかったため，標
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高を用いた解析では，それらの放棄地を解析から除外した。

状況把握の項目と立地条件の関係を表-2の組み合わせ

で解析した。立地条件解析には}II員序ロジスティック回帰分

析を用い，立地条件との関係を考察した。その際の判定基

準の取り扱いは，上述同様に斜面侵食・崩壊およびシカの

食害については判定基準が「無」および「ーカ所J(シカ

の食害については， r無」および「軽度J)については問題
ないと判断し， 3段階で評価した。タケ類の侵入およびつ

る性植物の繁茂については，調査時の判定通り， 4段階で

評価した。さらに，それぞれの植生田複阻害要因を個別に

考察するだけでなく，機能低下が懸念される放棄地がどの

程度存在するのか，つまり，少なくとも一つの要因で問題

ありと判断されたものがどの程度存在するのかを標高と対

応させて考察した。なお，統計解析には総計解析ソフト R

ver. 2.12.0 (R Development Core Team)を使用した。

III.結果

図-1に道起源および斜閣の土壌侵食・崩壊の状況を示

す。数箇所以上の土壌侵食・崩壊が発生していた放棄地は，

それぞれ1点 (0.5%)および5点 (2.5%)であった。斜

面の土壌侵食・崩壊は発生頻度も少なく，}II切手ロジスティッ

ク回帰分析の結果では有意な変数は認められなかった(表

3)。熊本県南部の大面積皆伐跡地周辺における斜面崩壊の

実態把握においても，皆伐跡地内では大規模な斜面崩壊は

発生していない(宮縁・田中 2009)。土壌侵食・崩壊は林

地の地形条件だけでなく降雨が強く関係するため，今後も

土壌侵食・崩壊が発生しないとはいえないが，少なくとも

今回調査した，放棄地ではほとんど確認されなかった。

また，掴 2にシカの食害，タケ類の侵入およびクズ等

のつる性植物の繁茂状況を示す。中度以上のシカの食害が

確認された放棄地は63点 (31.7%)であった。タケ類の

侵入およびつる性植物が繁茂していた放棄地はそれぞれ

43点 (21.6%)と49点 (24.6%)存夜した。国一3から図-

8に標高階別，傾斜階別の各植生囲復阻害要因の状況を示

す。シカの食害は標高階別では標高 100m未満を除くす

べての標高階で25%以上の放棄地で確認され(図 3)，傾

斜階加では傾斜 150 以上の傾斜階において 20%以上の放

棄地で確認された(図-4)。タケ類が侵入した放棄地は標
高900m以下で確認され標高が低くなるとタケ類の侵

入する割合が高くなる傾向がみられた(図 5)。傾斜階別

では， 450未満でタケ類の侵入が確認され，傾斜が緩やか

なところでタケ類の侵入している放棄地の割合が高くなっ

た(図的。つる性植物が繁茂する放棄地は標高800m 以

下で確認され(閣の，傾斜の緩やかな放棄地でつる性植

物の繁茂が確認された(図-8)。植生回復阻害要因と立地
条件の}Il自序ロジスティック回帰分析の結果を表-4に示す。

シカの食害およびタケの侵入については，それぞれ標高

(P< 0.01， P< 0.05)と斜面傾斜 (P<O.01，P<O.01)，で有

意な正の関係が認められた。また，つる性植物の繁茂は標

高 (P<0.05)と有意な負の関係が認められた。

表 3.再造林放楽地における土壌侵食・崩壊と立地条件の関係

使汗Jした立地環境因子 回帰係数 各モデルのP値

A;;I頂iの土壊佼食割合
斜面傾斜 0.09 0.13 

切片 -6.39 

斜阪の土主義崩壊i則合
斜岡傾斜 0.14 0.08 

表 4.再造林放棄地における植生閥復阻害要因と立地条件の関

係

十'Efflした
図帰係数 各モデルの P{rI!

ン 0.002 <0.01 

切片(中J3E) 1.662 

切片(甚大) -2.976 

斜面傾斜 0.061 <0.01 

切片付i皮) 一2.579
切片(甚大) 3.880 

タケ類の侵入 t前商でlu了J -0.002 0.03 

切片(ーカ所) 0.468 

切片(数カ所) -1.419 

切片(全体) 1.931 

斜初傾斜 -0.071 <0.01 

切片(ーカ所) 0.727 

切片(数カ所) 一0.200
切片(全体) 0.867 

クズ等のつる性秘物の繁茂 襟ibEi 一0.002 0.02 

切片(一カ百年) 0.199 

切片(数カ所) -2.164 
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図一1.蒋造林放楽地における道起源、および斜面の土壌侵食・

崩壊の状況(%)

IV.考察

シカの食害に標高が正に寄与していたことは，池田

(2002)の九州北部を対象にした枝葉採食害の実態要国や，

食害ではないが井上ら (2005)の熊本県のシカによる剥被

害を対象とした研究と一致する。また，小泉 (2002)は九

州全域の新植地のシカ被害状況を解析し，高標高域に被害

が多いことを示しており，放棄地においても新植地と同様
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図-3.再造林放楽地における標高階別のシカの食害状況

様グラフ，各様高階の放棄地数(左総1);折れ線グラフ，各擦言語l符におけ
るシカの食答が篠認された放棄地の割合(右車IJ)。
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上ら 2005)も影響するため，

て検討する必要がある。

一方，タケ類の侵入について標高は負に寄与しており，

標高 900m 以下で確認された。これはモウソウチクのよ

うに移入されたタケは畏出すなわち標高の低いところに導

入されているため，また，一般にタケ類は識媛で浪i障な環
境を生活関とする(青木 1987)ことから，その分布を反

映したものと考えられる。これに対して，タケ類の侵入に

ついて斜面傾斜は負に寄与していた。鳥居・井駕(1997)

は土壌条件からモウソウチクの拡大可能性について考察し

ており， ij~沃で適潤性の場所ではタケの生育阻害は生じず，

保水力の乏しい場所で拡大速度が運くなるもしくは拡大で

きない可能性を指摘している。林・山田(2008)はコンピュー

それらの要国と組み合わせに高標高域でシカの食害が多くなることが明らかになっ

た。特に， 900 m以上の放棄地では，サンプル数が少ない

もののすべての放棄地でシカの食害が確認されており，注

意が必要だと考えられた。一方で，傾斜についてはシカの

食害に正に寄与しており，井上ら (2005)や野口 (2001)

とは反対の結果になった。その原因としては，考蔵した傾

斜のスケールの違いが挙げられる。井上ら (2005)の使用

した傾斜は対象調査地点の潤囲 800m円内の平均傾斜で

あり，野口 (2001)は単一林分内の傾斜の違いを比較して

いるため，本研究で測定した放棄地内の平均傾斜とスケー

ルが異なっている。シカの食害と傾斜に正の関係がみられ

たことの生態的な解釈は今器考察できなかったが，シカ

には，シカの生息密度(池田 2001)や周辺の植生タイプ(井
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地でタケの侵入を受けやすいことを示している。これらの

ことから，放棄地のような開放的な土地でかつ樹高が低い

場所においては，容易にタケが侵入し，優占する可能性が

高いと考えられる。

同様に，つる性植物の繁茂について標高は負に寄与して

いたが，傾斜との有意な関係は認められなかった。本研究

の調査結果でも，標高800m以上ではつる性植物の繁茂

はみられず，低標高域の放棄地ほどつる性植物が繁茂する

可能性が示唆された。

全体の状況を総合的にみると，調査放棄地 199点に対

して，いずれかの土壌侵食・崩壊が確認された放棄地は

8点 (4.0%)であり，いずれかの植生回復盟害要因が確

タシミュレーションを用いて竹林の分布拡大が尾根地形や

怠傾斜地で遅くなることを明らかにし，その解釈を尾根や

急傾斜地では，土壌が薄くなり，土壌水分量も減少するた

めと考察している。本研究では土壌条件について測定して

いないが，土壌の全粗孔隙量が急、傾斜地で低いこと(竹下・

高木 1977)から，急、傾斜地で保水力が乏しいと考えると，

斜面傾斜が負に寄与したことは妥当な結果と考えられる。

確認されたタケ類の中には樹高が15mに達するモウソウ

チク(Isagiand Torii 1997，片野田 2003)やマダケが含ま

れる。鳥居・井駕 (1997)は崩辺森林の若手落高がモウソウ

チクより低ければ，モウソウチクは容易に侵入できると指

摘している。酉JIIら (2005)も植生量の少ない開放的な土
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認された放棄地は 125点 (62.8%) であった。特に植生部

援の阻害要悶については，すべての標高階において 33%

以上の放棄地でいずれかの植生回復阻害要関が確認され

た(罰-9)。放棄地の植生回復については， Nagashima et 
al. (2009)や大本ら (2010) によると，立地条件によっ

てばらつきはあるものの，ほとんどの放棄地で順調に暖温

帯地域の極相林へと遷移が進んで、いる。今回取り上げた植

生回復阻害要閣がそれらの遷移をどれだけ妨げるものかは

不明であるため，遷移が進行しない放棄地や植生閤復の阻

害要国が確認された放棄地については継続的なモニタリン

グを行うと共に，それぞれの場所に対応した適切な対策が

必要で、あろう。

V.おわりに

本研究では， 1998年から 2002年までに伐採が行われ，

2008年に再造林放棄と確認された九州本土全域の 199点

の放棄地について，土壌侵食・崩壊といった水土保全機能

の状況と植生閥復の租害要顕の状況を把握した。土壌侵食・

崩壊の問題が確認された放棄地は8点 (4.2%) とほとん

どなく，そのうちの 6点 (3.0%) は斜面傾斜が 300 以上

の急、傾斜地で、あった。このことから，放棄地問題で懸念さ

れていた水土保全機能の低下は現状ではほとんどの放棄地

でみられなかったといえる。ただし，作業道開設による侵

食・崩壊が確認されたことから路網計酒時に注意する必要

があり，また，今後放棄地の斜面は，人工林を伐採後人工

植栽して 1O~20 年経過した斜面と間様の理由から，斜面

の安定性が低くなる時期を迎えるため崩壊の危険性がない

とはいえない。一方，シカの食害やタケ類の侵入およびつ

る性植物の繁茂は 125点 (62.8%) の放棄地で確認され，

これら植生回復の阻害が急、傾斜地で起こると，斜面崩壊防

止機能の低下をもたらす可能性が考えられた。シカの食害

は人工林や天然林においても甚大な被害をもたらし，タケ

類の侵入についても多くの地域で問題になっている。本研

究では放棄地を対象としたが，放棄地自体の問題だけでな

く，シカ害や竹林拡大，また斜面傾斜によっては植生回復

の遅れに伴う斜面崩壊防止機能の低下の危険性を含む複合

的な問題であることが明らかになった。

本研究は，先端技術を活用した決林水産研究高度化卒業「九州地

域の再造林放楽地の水土保全機能評価と総生再生手法の開発J(代表・

吉田茂二郎 九州大学)において，九州各県の職員の方々に調資を

行っていただいた。心より!享く御礼申し上げます。
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